
家庭訪問・保育参観お世話になりました！
緊急事態宣言が６月２０日まで延長され、感染防止対策をと

りながら、家庭訪問や保育参観をお世話になりました。

保育参観では、クラス毎に日程を設定し、午前中参観とした

上でさらに時間や人数を制限をして、特に「 」の様子自由遊び

をご覧いただきました。

「自由遊び」のねらいは、子どもの主体性を育み、遊びを通

して友達との関わり合いを楽しんだり、発展させたりすること

です。保育者は、子ども自ら好きな遊びを見つけ、遊びこむ環

境づくりを行います。子どもの遊びの様子をよく観察して、子

どもの興味や関心を捉え、その中に の要素を見つけ、遊び学び

、 。の内容が深まったり 発展したりするように関わっていきます

自由遊びを通して、保育者自身が楽しみ、新たな発見や子ど

もの成長を感じて保育をしています。子どもたちは、様々な環

、 、 。境の中で 友達と関わり合いながら 日々成長を続けています

７月の主な予定
保 育 参 観 （ く る み ・ ど ん ぐ り ）7/１ (木 )

年 長 家 庭 訪 問５ (月 ) プ ー ル 開 き ・

５ 年 長 家 庭 訪 問６ (火 ) 月 誕 生 会 1 0 : 3 0

６ 年 長 家 庭 訪 問７ (水 ) 月 誕 生 会 1 0 : 3 0

７ 年 長 家 庭 訪 問８ (木 ) 月 誕 生 会 1 0 : 3 0

年 長 家 庭 訪 問９ (金 )

年 長 家 庭 訪 問１２ (月 )

年 長 家 庭 訪 問１３ (火 )

避 難 訓 練１５ 木（ ）

通 常 保 育１９ 月（ ）

早 朝 ・ 午 後 預 か り 有２０ (火 ) １ 学 期 終 業 式 午 前 保 育

コ ロ コ ロ 広 場 ( 未 就 園 児 ) 1 0 時２１ (水 ) 夏 期 保 育

海 の 日２２ (木 )

ス ポ ー ツ の 日２３ (金 )

夏 期 保 育２６ (月 )

夏 期 保 育 縁 日 遊 び （ 年 中 ）２７ (火 )

夏 期 保 育 縁 日 遊 び （ 満 ３ ）２８ (水）

夏 期 保 育 縁 日 遊 び （ 年 少 ）２９ (木 )

夏 期 保 育 縁 日 遊 び （ 年 長 ）３０ (金 )

P T A 本 部 役 員 会 1 9 : 0 0

他校と交流しています！
本園では、年長組を中心に池内小学校と中筋小学校の２校と年

遊び 学間を通じて交流しています 幼稚園での が小学校での。 「 」 「

」につながるように、連携を深めていきたいと考えています。習

また、近隣の舞鶴支援学校（中学部）とも交流をしています。

今年度も、新型コロナウイルス感染防止対策を行いながら交流を

深めていきたいと思います。

【池内小学校】
◯１・２生の生活科の学習を中心に、園見学やふれ合い遊び等を

。 、 、通じて交流します また 日常的に小学校の運動場をお借りして

草花見つけや運動会練習、凧揚げ等も行っています。

【中筋小学校】
◯中筋保育園の子ども達と共に、中筋小学校を訪問したり、小学

校から園訪問をしたりして１年生と交流します。野外活動や製作

等の楽しい活動を通して交流を深めます。

【舞鶴支援学校（中学部 】）
今年度は年間を通して交流しています。４

月は、幼稚園の見学に来られ、５月は、鯉の

ぼり、６月はアジサイ、７月は七夕の壁飾り

をいただき、玄関に飾りました。今後も月１

回のペースで交流を続けていきます。
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